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*1箱で6缶入り40箱
(約 5000食分)
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燃料の備蓄はありません  3000Lの ろ過能力があると
されています(主にプール
の水を使う)

下のものは備蓄 ません

米やパン 飲料水  薬・包帯 トイレ外ペーパー

<片中校舎 lF>

棚の下には発電機やコードリール
ブルーシートなど

ペール缶トイレ
15個 分の缶と便座
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2000枚もあるので足りそうですが、
3.11の時に避難され泊まった方の

話では1人 1枚では寒かったそうです
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地下埋設式トイレ(汲み取り式)

600L× 5基

成人の 1日 あたりのし尿量を
1.5Lとすると、2000′人、の
1自 分で満杯となる容量

広域避難場所及び避難施設
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電 気 1月 23日 6日

電 話 1月 31日 14日
1市ガス 4月 12日 85日
水道 4月 17日 90日
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3日 間分の備蓄に加えて
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の公的支援が充分でない場合
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ガストーチや
着火剤が
あると便利 !|

少ない燃料で
高火力が
得られる

ペール缶で手作りされた
ロケットストープ

薪ストープ

給水車を待つ
お年寄り

ン

コンビニの

前に並ぶ長い列

編i集後記 :築44年の我が家の耐震補強を行った。
筋交が不足してたり、思わぬ所が腐っていたりと、
予想以上だったが、市からは診断補助金の交付や
固定資産税の減額措置もあった(窓 日は建築指導課)

ライフラインの復旧まで
6憂ミン
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